
  オーストリア鉄道技術セミナー 
 
   日時：2009 年 5 月 21 日（木） 10：00-17：00 
   会場：日本プレスセンタービル 
  

 
プログラム 
 

9:30 – 10:00 受付 
 

10:00 – 10:05 開会の挨拶： クラウス・ホフシュタードラ 
オーストリア大使館商務部 副商務参事官 

 

10：05 - 10:10 挨拶： 佐伯 洋 
  国土交通省 鉄道局 技術審議官 
 

基調講演 
 
10:10 – 10:55 ルドルフ・シルダー： 

「オーストリア連邦鉄道（ÖBB）での まくら木パッドの実績」 
 

ルドルフ・シルダー： オーストリア連邦鉄道-設備整備社、建設整備部 部長 
Dr. Rudolf Schilder: ÖBB-Infrastruktur Bau AG, Leiter Bau und Instandhaltung  
グラーツ工科大学卒業。同校、鉄道技術及び輸送経済研究所にてアシスタントとし

て勤務。1983 年よりオーストリア連邦鉄道に勤務し、2007 年より現職。 
 

10:55 – 11:25 石田 誠： 

「軌道技術に関する研究開発の現状」 
  

石田 誠： 財団法人 鉄道総合技術研究所、軌道技術研究部 部長 
北海道大学 工学部土木工学科 卒業。日本国有鉄道に勤務。1985 年より財団法人 
鉄道総合技術研究所に勤務し、軌道技術の研究開発に携る。2007 年より現職。 

 

11:25 – 11:40 休憩 
 

11:40 – 12:40 ペーター・ファイト： 
「品質向上 – 便利な製品か必需品か」 

 

ペーター・ファイト： グラーツ工科大学、鉄道技術及び輸送経済研究所 教授 
Prof. Peter Veit: Institut für Eisenbahnwesen und Verkehrswirtschaft 
an der Technischen Universität Graz 
グラーツ工科大学卒業。同校、鉄道技術及び輸送経済研究所にてアシスタントとし

て勤務。1995 年よりグラーツ工科大学にて輸送経済学の教鞭を執る。2002 年より

現職。 
 
12:40 – 13:40 昼食  （会場にてお弁当を用意いたします。） 

 
 
 
 

企業プレゼンテーション 
 
13:40 – 14:25 トーマス・ドルフナー： ゲッツナー社 
  「軌道の弾性化によるソリューション提供」 

(Mr. Thomas Dorfner: Getzner Werkstoffe GmbH) 
 

14:25 – 15:10 ベルンハルト・ノイマン： グムントナー社 
 「ボーダン踏切システム」 

(Mr. Bernhard Neumann: Gmundner Fertigteile GmbH & Co KG) 
 
 

15:10 – 15:25 休憩 
 
 

15:25 – 16:10 ハンス-ペーター・バートマン： リンジンガー社 
 「新型レール削正車について」 

(Mr. Hans-Peter Bartmann: Linsinger Maschinenbau GmbH) 
 

16:10 – 16:55 ヨハン・ヘル： ホフマン社 
 「多様な条件に対応できる電気鉄道用集電装置」 

(Mr. Johann Höll: Hoffmann & Co., Elektrokohle AG) 
 
 

16:55 – 17:00 セミナー閉会 
 
 
17.00 – 19.00 ディナー・レセプション 

レストラン・アラスカ （日本プレスセンター10F） 
 
 
 

オーストリア大使館商務部ホームページ 
オーストリア鉄道技術セミナー 
URL: http://www.advantageaustria.org/jp/news/local/20090521-
Railway-Seminar.ja.jsp  

 


